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国
際
会
計

Ｇ
Ｃ
の
開
示
に
関
す
る
教
育
文
書
、公

表
─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

投
信
等
に
関
す
る
改
正
時
価
算
定
適

用
指
針
案
、公
表
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
に
関
す
る
実
務

対
応
報
告
案
の
２
月
公
表
は
困
難
？

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、税
効
果
会
計
専
門
委

会
　
　
計

去
る
１
月
15
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
４
９
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。
主
な
審
議

事
項
は
次
の
と
お
り
。

改
正
時
価
算
定
適
用
指
針
案

投
資
信
託
等
に
関
す
る
取
扱
い
を

定
め
た
企
業
会
計
基
準
適
用
指
針
公

開
草
案
71
号
（
企
業
会
計
基
準
適
用

指
針
31
号
の
改
正
案
）「
時
価
の
算

定
に
関
す
る
会
計
基
準
の
適
用
指
針

（
案
）」
に
つ
い
て
、文
案
が
示
さ
れ
、

審
議
さ
れ
た
。

委
員
全
員
の
賛
成
で
公
表

議
決
さ
れ
た
（
１
月
18
日
公

表
。
コ
メ
ン
ト
期
限
は
３
月
18

日
。https://w

w
w

.asb.or.jp/
jp/accou

n
tin

g_stan
dards/

exposure_draft/y2021/2021-
0118.htm

l

参
照
）。

リ
ー
ス
会
計
基
準
の
改
正

わ
が
国
の
リ
ー
ス
会
計
基
準
の
改

正
に
関
し
て
、
セ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・

リ
ー
ス
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
議
論
が

行
わ
れ
た
。

セ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
リ
ー
ス
バ
ッ

ク
取
引
に
お
け
る
資
産
の
譲
渡
が
収

益
認
識
会
計
基
準
の
売
却
に
関
す
る

規
定
を
満
た
す
場
合
の
中
間
的
な
貸

手
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
は
、
買
手

で
あ
る
貸
手
に
移
転
さ
れ
た
権
利
に

係
る
利
得
ま
た
は
損
失
の
金
額
の
み

を
認
識
と
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号「
リ
ー

ス
」
の
会
計
処
理
を
採
り
入
れ
る
と

す
る
事
務
局
案
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
一
括
借
上
契
約
と
建
設
請

負
工
事
が
同
時
に
締
結
さ
れ
る
場
合

の
会
計
処
理
に
つ
い
て
は
、
工
事
請

負
契
約
に
よ
る
利
益
を
建
物
の
売
却

益
と
同
様
に
会
計
処
理
す
る
こ
と
が

整
合
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

収
益
認
識
の
パ
タ
ー
ン
と
の
関
係
も

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
事
務

局
案
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
に
税
効
果
会

計
を
適
用
す
る
場
合
の
取
扱
い

開
発
の
基
本
的
な
方
針
等
の
論
点

に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

保
証
債
務
等
の
注
記
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
「
利
用
者
へ
の
有
用
性
が

ど
こ
ま
で
あ
る
か
疑
問
」
等
の
理
由

で
、「
通
算
グ
ル
ー
プ
内
の
会
社
ご

と
に
連
帯
納
付
義
務
を
履
行
す
る
可

能
性
を
評
価
し
て
、
可
能
性
が
極
め

て
低
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
注

記
を
要
し
な
い
」
と
す
る
案
で
は
な

く
、「
連
結
納
税
制
度
に
お
け
る
取

扱
い
を
踏
襲
し
、
通
常
は
、
連
帯
納

付
義
務
を
履
行
す
る
可
能
性
が
極
め

て
低
い
と
の
表
現
を
引
き
継
ぐ
」
と

す
る
案
へ
の
賛
成
意
見
が
多
く
聞
か

れ
た
。

去
る
１
月
21
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
69
回
税
効
果
会
計
専
門

委
員
会
を
開
催
し
た
。
前
回
（
本
誌

２
月
１
日
号
（
№
１
６
０
１
）
情
報

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）に
引
き
続
き
、

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
に
税
効
果
会
計

を
適
用
す
る
場
合
の
取
扱
い
が
検
討

さ
れ
た
。

文
案
の
提
案

こ
れ
ま
で
の
審
議
や
事
務
局
提
案

に
基
づ
き
、
目
的
や
会
計
処
理
等
を

中
心
と
し
た
新
た
な
実
務
対
応
報
告

の
文
案
が
事
務
局
よ
り
示
さ
れ
、
意

見
聴
取
が
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
現

在
検
討
中
と
な
っ
て
い
る
「
投
資
簿

価
修
正
に
関
す
る
会
計
処
理
」、「
保

証
債
務
等
の
注
記
」、「
適
用
時
期
等
」

の
論
点
や
「
結
論
の
背
景
」
等
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
実
務
対
応
報
告
５
号
「
連

結
納
税
制
度
を
適
用
す
る
場
合
の
税

効
果
会
計
に
関
す
る
当
面
の
取
扱
い

（
そ
の
１
）」
お
よ
び
実
務
対
応
報
告

７
号
「
連
結
納
税
制
度
を
適
用
す
る

場
合
の
税
効
果
会
計
に
関
す
る
当
面

の
取
扱
い
（
そ
の
２
）」（
以
下
、
２

つ
を
ま
と
め
て「
旧
実
務
対
応
報
告
」

と
い
う
）
は
廃
止
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
実
務

対
応
報
告
で
は
旧
実
務
対
応
報
告
の

よ
う
な
Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
は
な
っ
て
い

な
い
。

事
務
局
提
案
に
対
し
、
専
門
委
員

か
ら
「『
通
算
前
所
得
』
の
よ
う
な

こ
れ
ま
で
の
課
税
所
得
と
違
う
概
念

が
出
て
き
て
い
る
の
で
、﹃
設
例
﹄

な
ど
で
わ
か
り
や
す
く
適
用
の
し
か

た
を
み
せ
ら
れ
る
と
よ
い
の
で
は
」、

「
旧
実
務
対
応
報
告
で
定
め
て
い
る

も
の
の
う
ち
、ど
の
内
容
を
踏
襲
し
、

ど
れ
を
引
き
継
が
な
か
っ
た
の
か
を

明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
と

え
ば
新
旧
比
較
表
の
よ
う
な
形
で
示

す
こ
と
は
ど
う
か
」
と
い
う
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　

＊

な
お
、
事
務
局
か
ら
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
、「
今
の
審
議
状
況
を

み
る
と
、
現
在
の
『
今
後
の
計
画
』

に
示
さ
れ
て
い
る
２
月
に
公
開
草
案

を
公
表
す
る
と
い
う
目
標
は
達
成
で

き
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
趣
旨
の
発

言
が
あ
っ
た
。

去
る
１
月
13
日
、
国
際
会
計
基
準

審
議
会
（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）
は
、
継
続
企

業
の
前
提
に
関
す
る
開
示
を
取
り
扱

う
教
育
文
書
「
継
続
企
業
の
前
提
―

開
示
へ
の
フ
ォ
ー
カ
ス
」
を
公
表
し

た
。公

表
の
背
景

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
基
づ
い
て
財
務
諸
表

を
作
成
す
る
企
業
は
、
継
続
企
業
の

前
提
に
基
づ
く
こ
と
が
で
き
る
か
を

検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
近
年
の
ｃ

ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
―
19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か

ら
生
じ
た
厳
し
い
経
済
環
境
に
よ

り
、
こ
の
検
討
に
つ
い
て
以
前
に
も

増
し
て
慎
重
な
判
断
が
必
要
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、

当
該
教
育
文
書
は
検
討
に
関
す
る
視

座
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

継
続
企
業
の
前
提
の
検
討
と
開
示

企
業
は
Ｉ
Ａ
Ｓ
１
号
「
財
務
諸
表
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公
認
会
計
士
が
そ
の
業
務
の
な
か

で
、
会
社
の
違
法
行
為
に
気
づ
い
た

場
合
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
の
最
初
の
論
点
は
、
違

法
行
為
の
範
囲
で
あ
る
。
違
法
行
為

の
範
囲
に
つ
い
て
は
明
確
な
定
義
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
公
認
会
計
士
の
行

う
業
務
は
、
通
常
財
務
・
会
計
に
関

わ
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
監

査
業
務
と
非
監
査
業
務
に
分
け
て
規

則
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し

も
財
務
・
会
計
に
関
す
る
も
の
だ
け

で
は
な
く
そ
れ
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て

も
、
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
は
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

次
の
論
点
は
、
違
法
行
為
を
積
極

的
に
発
見
す
る
こ
と
が
必
要
か
で
あ

る
が
、
制
度
的
に
は
こ
れ
も
明
確
に

示
さ
れ
て
い
な
い
。常
識
的
に
考
え
て
、

「
た
ま
た
ま
気
づ
い
た
と
き
」
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
取
扱
い

が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
れ

ば
よ
い
と
考
え
る
。

そ
れ
で
は
、
制
度
に
つ
い
て
説
明
す

る
が
、
２
つ
の
制
度
が
あ
る
。

１
つ
目
は
、
日
本
公
認
会
計
士

協
会
が
定
め
て
い
る
倫
理
規
則
の

２
０
１
８
年
７
月
改
正
に
よ
り
導
入
さ

れ
た
。
日
本
公
認
会
計
士
協
会
は
、

国
際
会
計
士
倫
理
基
準
審
議
会
（
Ｉ

Ｅ
Ｓ
Ｂ
Ａ
）
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と

か
ら
同
審
議
会
の
作
成
す
る
倫
理
規

程
を
原
則
同
じ
内
容
で
導
入
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
国
内
法
で
特
別
な
取

扱
い
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
尊
重
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

倫
理
規
則
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
違
法

行
為
に
気
づ
い
た
と
き
は
、
公
認
会

計
士
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
経
営
者

お
よ
び
監
査
役
等
と
情
報
を
共
有
し

会
社
側
の
適
切
な
対
応
を
促
す
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
会
社
が
適

切
な
対
応
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
公

認
会
計
士
は
当
該
業
務
の
辞
退
あ
る

い
は
契
約
の
解
除
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
る
。
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｂ
Ａ
の
倫
理
規
程

で
は
、
公
認
会
計
士
が
規
制
当
局
に

通
報
す
る
義
務
を
負
わ
せ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
業
務
の
守
秘
義
務
に
よ
り
、

会
社
が
同
意
し
な
い
限
り
通
報
は
で

き
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

２
つ
目
の
制
度
は
、
金
融
商
品
取

引
法
193
条
の
３
の
法
令
違
反
等
事
実

を
発
見
し
た
場
合
の
対
応
で
あ
る
。

ま
ず
、
法
令
違
反
等
の
事
実
の
範
囲

に
つ
い
て
は
、「
財
務
計
算
に
関
す
る

書
類
の
適
正
性
の
確
保
に
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
事
実
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
お
む
ね
財
務
・

会
計
に
関
す
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
監
査
の
過
程
で

発
見
し
た
場
合
、
公
認
会
計
士
（
監

査
法
人
を
含
む
）
は
経
営
者
お
よ
び

監
査
役
等
に
書
面
で
適
切
な
措
置
を

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、

会
社
が
適
切
な
措
置
を
取
ら
な
か
っ

た
場
合
、
公
認
会
計
士
は
内
閣
総
理

大
臣
に
対
し
そ
の
事
実
を
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
倫
理
規
則
と
の

大
き
な
違
い
は
こ
の
規
制
当
局
へ
の
通

知
義
務
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
２
つ
の
制
度
に
よ
り

そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
問
題
は
簡
単
に
対
応
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
最
後
に
実
務
上
の
課
題

を
説
明
し
て
お
く
。

１
つ
目
の
課
題
は
、
違
法
性
の
判

断
の
問
題
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
法

律
判
断
で
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
裁
判
で
決
着
す
る
前
に
行

動
を
起
こ
さ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
違

法
性
が
な
か
っ
た
場
合
公
認
会
計
士

の
責
任
問
題
は
ど
う
な
る
か
。
極
め

て
判
断
が
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

２
つ
目
の
課
題
は
、
監
査
業
務
の

場
合
は
監
査
意
見
へ
の
影
響
を
ど
の

よ
う
に
判
断
す
る
か
で
あ
る
。
裁
判

結
果
が
出
て
い
な
い
時
点
で
限
定
意

見
が
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

３
つ
目
の
課
題
は
、
裁
判
で
の
結

論
が
出
て
い
な
い
状
態
で
、
契
約
解

除
を
行
っ
た
場
合
、
最
終
的
に
「
白
」

で
あ
っ
た
と
き
、
契
約
上
の
義
務
違

反
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
。
こ
の

よ
う
に
課
題
が
多
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

会
社
の
違
法
行
為
と
公
認
会
計
士

公
認
会
計
士 

手
塚　

仙
夫

会
計・監
査

カ
ナ
メ
の
要

の
表
示
」
に
従
っ
て
、
主
に
次
の
よ

う
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

①　
継
続
企
業
の
前
提
に
関
し
て
重

要
な
疑
義
が
な
い
場
合

作
成
の
基
礎
は
継
続
企
業
を
前
提

と
し
、
開
示
に
お
い
て
は
作
成
の
基

礎
を
記
載
し
、
継
続
企
業
の
前
提
に

関
し
て
特
別
な
開
示
は
さ
れ
な
い
。

②　
継
続
企
業
の
前
提
に
関
し
て
重

要
な
疑
義
が
あ
る
が
、緩
和
措
置

に
よ
り
継
続
企
業
の
前
提
が
適
切

で
あ
る
と
十
分
に
判
断
で
き
、重

要
な
不
確
実
性
が
な
い
場
合

作
成
の
基
礎
は
継
続
企
業
を
前
提

と
し
、
開
示
に
お
い
て
は
作
成
の
基

礎
を
記
載
し
、
重
要
な
判
断
が
あ
る

場
合
に
は
そ
の
内
容
を
記
載
す
る
。

③　
継
続
企
業
の
前
提
に
関
し
て
重

要
な
疑
義
が
あ
る
が
、緩
和
措
置

に
よ
り
継
続
企
業
の
前
提
が
適
切

で
あ
る
と
十
分
に
判
断
で
き
、一方

で
重
要
な
不
確
実
性
が
残
る
場
合

作
成
の
基
礎
は
継
続
企
業
を
前
提

と
し
、
開
示
に
お
い
て
は
作
成
の
基

礎
を
記
載
し
、
重
要
な
不
確
実
性
、

お
よ
び
重
要
な
判
断
が
あ
る
場
合
に

は
そ
の
内
容
を
記
載
す
る
。

④　
清
算
を
決
定
す
る
、ま
た
は
事

業
を
中
止
す
る
、も
し
く
は
そ
う

す
る
以
外
現
実
的
な
選
択
肢
が
な

い
場
合

作
成
の
基
礎
は
継
続
企
業
を
前
提

と
す
る
以
外
の
方
法
と
な
り
、
開
示

に
お
い
て
は
限
定
的
な
特
定
の
定
め

を
記
載
す
る
。

金
　
　
融

デ
フ
レ
進
行
を
防
い
だ
２
０
２
０
年

総
務
省
が
１
月
22
日
に
発
表
し
た

２
０
２
０
年
の
消
費
者
物
価
指
数
を

前
年
比
で
み
る
と
、
総
合
指
数
は
同

水
準
、
生
鮮
食
品
を
除
く
総
合
指
数

は
０
・
２
％
の
下
落
、
生
鮮
食
品
お

よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除
く
総
合
指
数

は
０
・
２
％
の
上
昇
で
、
総
じ
て
横

ば
い
だ
っ
た
と
い
え
る
。
生
鮮
食
品

を
除
く
総
合
指
数
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍

で
デ
フ
レ
感
が
強
ま
る
」
と
い
っ
た

趣
旨
の
報
道
が
多
い
が
、
こ
の
指
数

自
体
は
３
年
連
続
で
１
０
１
ポ
イ
ン

ト
台
の
ま
ま
な
の
で
、
ミ
ス
リ
ー
ド

と
な
る
表
現
と
の
指
摘
も
あ
る
。

２
０
２
０
年
の
内
訳
を
み
る
と
、

「
教
育
」
が
前
年
比
７
・
８
％
減
で

最
も
寄
与
度
が
大
き
い
。
こ
れ
は
、

２
０
１
９
年
10
月
に
始
ま
っ
た
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。さ
ら
に
、「
光
熱
・

水
道
」が
２
・
４
％
減
、「
教
養
・
娯
楽
」

が
０
・
６
％
減
の
順
で
続
き
、
全
体

の
物
価
下
落
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ

う
し
て
み
る
と
、
主
に
経
済
活
動
の
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M&Aを実行すると、複数の企業の経理業務が混在することとなるために、その再構築はど
うしても必要になる。会計方針の統一といったオーソドックスなテーマだけでなく、部門全体の
再編、事業計画の見直しのほか、特に中小企業の買収では体制が未整備となっているケースが
多く、対応に苦慮される方も多いのではないだろうか。
そこで本特集では、M&Aの成否を握るPMIの視点から、経理業務をいかに再構築していく

かのポイントを解説していただいた。

M&A後の経理業務を
どう再構築するか

検討すべき17の論点

PMIを見据えた検討が肝要
Ｍ＆Ａに伴う経理業務再構築の全体像
人員構成・規模の見直しから監査対応まで
決算体制の再構築にあたっての検討論点　　
事業計画の策定から資産管理方法の構築まで
業績管理体制の再構築にあたっての検討論点
被買収会社が中小企業の場合は？
内部統制の再構築にあたっての検討論点
DD検出事項、マインドの変革など
その他の留意すべき検討論点

長井　亮輔（㈱Stand by C　公認会計士・税理士）

証
　
　
券

コ
ロ
ナ
禍
に
向
き
合
う
各
国
の
株
式

市
場

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2021年 
１月15日

在宅勤務に係る費用負担
等に関するFAQ（源泉所得
税関係）

国税庁

従業員が在宅勤務を実施した際、従業員が負担した通信費・電気料金に係る業
務使用分の計算方法、在宅勤務手当や事務用品等支給時の給与課税の有無、レ
ンタルオフィス使用料の取扱い等について、取りまとめられたもの。
https://www.nta.go.jp/publication/pamph/pdf/0020012-080.pdf

―

2021年
１月18日

事業報告等と有価証券報
告書の一体的開示FAQ（制
度編）

経産省

2018年12月公表の「事業報告等と有価証券報告書の一体的開示のための取組
の支援について」において一体的開示の記載例が公表されたことを踏まえ、一
体的開示を企業が取り組むことが容易になるよう取りまとめられたもの。
https://www.meti.go.jp/press/2020/01/20210118001/20210118001.
html

―

2021年
１月18日

監査・保証実務委員会研
究報告「事業報告等と有価
証券報告書の一体開示に
含まれる財務諸表に対す
る監査報告書に関する研
究報告」（公開草案）

JICPA
経産省より公表されたFAQ（上記）とあわせて、企業が一体開示を行う際に監査
人が留意すべき事項、一体開示を行う場合の監査報告書の文例（案）等を取りま
とめたもの。コメント期限は2月1日まで。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20210118jeg.html

―

2021年
１月22日

会社法改正に伴う各種モ
デルおよび事務取扱指針
の改正

全国株懇
連合会

2021年３月に改正会社法が施行されることに伴い、「定款モデル」、「事業報告
モデル」、「招集通知モデル」、「株主総会参考書類モデル」、「決議通知モデル」、

「株主総会の議決権不統一行使に関する取扱指針」を改正するもの。
http://www.kabukon.net/pic/study_2021_01.pdf（趣旨）
http://www.kabukon.net/pic/study_2021_02.pdf（新旧対照表）

―

縮
小
に
よ
る
物
価
下
落
と
み
ら
れ
る

の
は
、電
気
代
な
ど
の「
光
熱
・
水
道
」

の
み
で
、
む
し
ろ
「
教
育
」
と
「
教

養
・
娯
楽
」
の
マ
イ
ナ
ス
を
合
わ
せ

る
と
、
そ
れ
を
外
食
や
生
鮮
食
品
以

外
の
「
食
料
」
の
値
上
が
り
が
打
ち

消
す
形
だ
。

大
き
な
物
価
下
落
要
因
は
、
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
と
Ｇ
ｏ 

Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
で
あ
る
が
、
ど
ち

ら
も
物
価
下
落
が
需
要
を
喚
起
す
る

効
果
が
あ
り
、
政
府
支
出
が
あ
る
と

い
う
二
重
の
意
味
で
、
物
価
下
落
の

連
鎖
か
ら
来
る
デ
フ
レ
感
と
は
直
接

つ
な
が
ら
な
い
と
の
声
も
あ
る
。
た

だ
し
、
総
務
省
が
試
算
し
た
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
影
響
を
除

い
た
宿
泊
料
の
前
年
同
月
比
で
は
、

２
０
２
０
年
８
月
の
７
・
１
％
減
を

最
大
幅
に
、
需
要
期
で
あ
る
12
月
で

も
０
・
９
％
減
と
総
じ
て
価
格
低
下

傾
向
が
顕
著
だ
。　

一
方
、
日
銀
が
１
月
に
公
表
し
た

「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
」
に
よ

る
と
、
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業

に
よ
る
２
０
２
０
年
度
の
消
費
者
物

価
へ
の
直
接
的
な
影
響
を
一
定
の
前

提
に
基
づ
き
試
算
す
る
と
０
・
２
％

ポ
イ
ン
ト
減
と
し
て
い
る
。
総
じ
て

物
価
を
み
る
限
り
、
昨
年
は
い
わ
れ

る
ほ
ど
デ
フ
レ
は
進
行
せ
ず
、
持
ち

こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
た
年
だ
っ
た

と
の
見
方
も
あ
る
。

２
０
２
０
年
11
月
頃
か
ら
続
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
第
３
波
は
こ
れ
ま
で
で
最
も
手

強
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

従
来
の
も
の
よ
り
感
染
力
が
強
い
と

い
う
変
異
種
の
感
染
者
が
わ
が
国
で

も
確
認
さ
れ
、
日
本
政
府
も
再
び
緊

急
事
態
宣
言
に
踏
み
切
っ
た
。

欧
米
主
要
国
も
似
た
よ
う
な
状
況

だ
。
日
本
よ
り
一
足
早
く
感
染
者
数

は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
よ
う
に
み
え

る
も
の
の
、
は
っ
き
り
減
少
傾
向
に

は
転
じ
ず
、
高
水
準
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
い

た
中
国
も
一
部
の
地
域
で
感
染
者
の

発
生
が
再
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
世
界
の
株
式
市
場
で
は
、
昨
年

末
か
ら
の
快
調
な
ペ
ー
ス
が
続
い
て

い
る
こ
と
へ
の
懸
念
の
声
も
多
い
。

一
方
、
世
界
各
国
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
開
始
、
バ
イ
デ
ン
米
新
政
権
の

巨
額
の
コ
ロ
ナ
対
策
費
な
ど
の
要
因

が
株
価
好
調
の
要
因
に
な
っ
て
い
る

と
の
見
方
も
あ
る
。

し
か
し
、
世
界
の
株
式
市
場
を
よ

く
み
る
と
、
１
月
中
旬
か
ら
株
高
に

分
裂
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
深
刻
な
主
要

国
の
株
価
は
下
落
気
味
に
な
っ
て
き

た
。
欧
州
主
要
国
（
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

ド
イ
ツ
）、
そ
し
て
中
南
米
の
ブ
ラ

ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
有
力
国
が

株
価
調
整
に
入
っ
た
印
象
を
受
け

る
。他

方
、
株
価
調
整
に
入
っ
て
い
な

い
日
米
株
式
市
場
の
現
状
を
ど
う
考

え
れ
ば
よ
い
か
？　

米
株
価
は
、
Ｎ

Ｙ
ダ
ウ
と
ナ
ス
ダ
ッ
ク
が
交
互
に
悪

役
、
善
人
役
を
務
め
、
結
果
と
し
て

上
が
っ
て
い
く
よ
う
な
構
図
が
み
ら

れ
る
。
通
例
、
新
大
統
領
の
就
任
後

は
１
０
０
日
間
の
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
間

が
あ
る
と
さ
れ
、
米
株
価
は
少
な
く

と
も
４
月
頃
ま
で
は
安
定
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
米
市
場
に
連
動
、
追

随
す
る
日
本
市
場
で
も
株
価
楽
観

論
、
日
経
平
均
３
万
円
論
が
語
ら
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。
他
方
、
コ
ロ
ナ

禍
対
応
へ
の
批
判
も
あ
り
、
菅
内
閣

の
支
持
率
は
下
降
が
続
い
て
い
る
。

日
本
市
場
は
政
治
の
混
乱
と
い
う
リ

ス
ク
も
考
慮
す
る
時
期
に
入
っ
て
き

た
と
の
懸
念
も
あ
る
。


